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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年７月２２日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 火災 

発生日時 令和７年１月２１日 ００時４７分頃 

発生場所 愛媛県松山市津和地
つ わ じ

島北東方沖 

 津和地港南防波堤灯台から真方位０４１°１.０海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３３°５９.７′ 東経１３２°３１.８′） 

事故の概要  貨物船DONGJIN
ド ン ジ ン

 FORTUNE
フォーチュン

は、航行中、機関室で火災が発生した。 

 DONGJIN FORTUNE は、主機等に焼損を生じた。 

事故調査の経過  令和７年１月２１日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

貨物船 DONGJIN FORTUNE（大韓民国籍）、７,６８３トン 

 ９２５１１４５（ＩＭＯ番号）、DONGJIN SHIPPING CO.,LTD 

 東進エージェンシー（運航管理会社）、中国シッピングエージェン

シィズ（代理店） 

 １３０.３６ｍ×２０.００ｍ×１０.７０ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、５,５９０kＷ、２００２年５月２２日 

２サイクル、回転数毎分１７０、８気筒、ボア３５０mm、 

低硫黄燃料油、機関製造年月 不詳 

 （写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船 

 乗組員等に関する情報 船長（大韓民国籍） ５０歳 

一級航海士免状（大韓民国発給） 

交付年月日 ２０２３年１０月１１日 

（２０２８年１１月４日まで有効） 
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機関長（大韓民国籍） ５６歳 

一級機関士免状（大韓民国発給） 

交付年月日 ２０２４年２月２３日 

（２０２９年２月２２日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 主機、機関室壁面等に焼損（写真２参照） 

 

 

 

 

 

 

写真２ 主機、機関室壁面の焼損状況（代理店提供） 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北西、風力 ２、視界 良好 

海象：波向 北西、流速 約２ノット 

 事故の経過 本船は、船長及び機関長ほか１６人（大韓民国籍６人、ミャンマー

連邦共和国籍７人、フィリピン共和国籍２人及びインドネシア共和国

籍１人）が乗り組み、コンテナ荷役の目的で、令和７年１月２０日 

０８時４２分頃、広島県広島港に向け大韓民国釜山
プ サ ン

広域市釜山港を出

港した。 

 本船は、船橋で航海士（以下「航海士Ａ」という。）及び操舵手

が、機関室で機関士（以下「機関士Ａ」という。）、操機手（以下「操

機手Ａ」という。）が当直について、津和地島北東方沖を北進した。 

 本船は、２１日００時４７分頃、船橋内の火災警報器が鳴り、航海

士Ａが機関制御室に連絡し、操機手Ａが主機で火災が発生しているこ

とを認め、機関士Ａに報告した。 

航海士Ａは、機関士Ａから火災発生の報告を受け、船内に火災発生

を知らせた。 

船長は、直ちに昇橋し、００時５３分頃、本事故の発生を海上保安

庁に通報するとともに、船舶管理責任者に報告した。 

機関士Ａは、主機を非常停止し、火勢が激しく消火器による消火を

断念して、操機手Ａと共に機関室から機関室通路に煙及び火炎が広が

る前に上甲板に退避した。 

機関長等が機関室通路入口付近に集合したところ、機関室通路及び

機関室内の煙、火炎が激しく、機関室通路及び機関室に入ることがで

きなかった。 

機関長は、燃料の緊急遮断を行おうと考えたが、燃料緊急遮断装置

が機関室通路に設置されていたので、同装置を作動させることができ

なかった。 

船長は、乗組員からの報告を受けて、ＣＯ２ガス消火装置を使用す
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ることとした。 

船長は、船橋及び上甲板のＣＯ２ガス放出前集合場所に乗組員を集

合させて、機関室に乗組員がいないことを確認した。 

機関長は、０１時０５分頃、遠隔ＣＯ２消火装置操作盤が機関室通

路に設置されていたので、船尾楼甲板からＣＯ２ガスボンベ室に固定

梯子
は し ご

で降り、手動操作でガスボンベ室のＣＯ２ガス消火装置を作動さ

せた。 

（図１、図２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 上甲板平面概略図 
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図２ 第１甲板平面概略図 

 

本船は、０１時３０分頃、機関室火災の鎮火が確認され、機関室の

ＣＯ２の排気が行われた。 

船長は、本船が怒和
ぬ わ

島の方向に流されていたので、左舷錨及び錨鎖

６節を投入し錨泊を開始した。 

本船は、引船にえい
．．

航されて広島港に入港した。 

（付図１ 航行経路図 参照） 

 その他の事項 (1) 機関室の主機点検に関する情報 

機関士Ａ及び操機手Ａは、火災発生の約１０分前に主機の見回

りを行ったが、漏油等の異常は認めなかった。 

機関部乗組員は、見回りの際、目視で点検しており、配管を触

るなどの点検を行っていなかった。 

(2)  機関整備記録に関する情報 

本船は、整備記録をパソコンで管理しており、通常定期的に行

われる開放整備の記録に関しては記録されていた。 

(3)  主機の焼損等に関する情報 

① 主機６番及び７番シリンダ付近が激しく焼損していた。 

機関室側壁等に焼損痕が確認されたが主機以外の機器に大き

な損傷はなかった。（写真３参照） 
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写真３ ６番及び７番シリンダ付近の焼損状況（代理店提供） 

 

② ７番シリンダ船首側燃料噴射弁の燃料漏れ戻り用配管（以下

「本件戻り管」という。）がリング式ジョイント付近で破断して

いた。（写真４参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 破断状況 

 

(4) 本件戻り管に関する情報 

本件戻り管は、標準部品のＳＴＧＰ３７０－Ｓ*1相当の鋼管では

なく、これより強度が劣る銅管であった。 

本件戻り管は、塗装されており、目視では銅管であることが確

認できなかった。 

本件戻り管が銅管に交換された時期、理由は、整備記録に記録

がなく不明であった。 

整備記録によれば、令和６年４月２０日の乗組員による燃料噴

射弁整備の際、本件戻り管の取り外し、取付作業が同噴射弁を主

機から一旦抜き、整備後取り付けるために行われていた。 

本件戻り管には、油の飛散防止テープが取り付けられていな 

 
*1 「ＳＴＧＰ３７０－Ｓ」は、圧力配管用炭素鋼での規格であり、３７０は引張強さの最小値（３７０N/mm²以上）

を示す記号で、Ｓはシームレス（継ぎ目なし）を意味し、水・蒸気・油・ガスなどの圧力流体の配管に用いられる。 

６番シリンダ 

７番シリンダ 

銅管 
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かった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

なし 

(1) 本件戻り管の標準的材質は、ＳＴＧＰ３７０－Ｓであったが、

本事故当時、強度が劣る銅管が取り付けられていた。 

(2) 本件戻り管は、塗装されており、外見上材質や劣化状況を判別

することができなかった。 

(3) 本件戻り管は、主機製造会社の資料によると、材質が指定され

ており、建造時、主機製造会社が支給することが多く、本件戻り

管のみが、最初から銅管であった可能性は、低いと考えられる。 

(4) 令和６年４月２０日に乗組員によって本件戻し管が取り付けら

れた際に材質の確認がなされず、また、本件戻り管が銅管に交換

された際に時期及び理由が整備記録に記録されていなかったもの

と考えられる。このことから、機関長は、本件戻り管に通常と異

なる銅管が使用されていることに気付かなかったものと考えられ

る。 

(5) (1)～(4)から、本船が航行中、長期間、点検整備がなされてい

なかった本件戻り管が破断し、噴出した燃料油が排気管等の高温

部に触れて発火し、延焼したものと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本件戻り管が長期間点検をされていなかったた

め、本船の航行中、機関長が本件戻り管に通常と異なる銅管が使用さ

れていることに気付かず、本件戻り管が振動等によって破断し、噴出

した燃料油が排気管等の高温部に触れて発火し、延焼したものと考え

られる。 

再発防止策 本船は、本事故後、次の措置を採った。 

 ・燃料戻り油管を鋼管に交換した。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船舶所有者又は機関長は、部品を交換する際は、図面等を確認し

つつ、適正な材質の部品を取り付けること。 

・船舶所有者は、振動対策として適切な場所に振れ止め防止金具等

を設置すること。 

・機関長は、部品を交換した際には、整備記録等に交換時期、材質

等を記載しておくこと。 

・機関長は、燃料配管に飛散防止テープを巻き付ける等して、漏油

の際の燃料油の飛散を防止すること。 
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付図１ 航行経路図 
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✕ 

事故発生場所 

（令和７年１月２１日 

 ００時４７分頃発生） 

津和地港南防波堤灯台 


